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警 察 署 協 議 会 会 議 録 

田川警察署協議会 
 

 開催年月日時 
 令和２年７月２９日 午後２時３０分 から 

 令和２年７月２９日 午後３時３０分 まで 

開 催 場 所 田川警察署３階会議室 

出 席 者 

警察署協議会 会長以下１０名 

警 察 署 

署長、副署長、地域管理官、刑事管理官、 

総務課長、生活安全課長、交通課長、 

警備課長 

議 事 概 要 

 

（Ａ４） 

【会長挨拶（要旨）】 

 ５月に予定していた会議は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となったため、

今回が本年度最初の会議である。 

本日は、それぞれの視点や立場から忌憚のない意見を申し出ていただき、本協議会

が田川警察署の業務運営の一助になればと考えている。 

【署長挨拶（要旨）】 

 日頃から警察への御理解と御協力に大変感謝している。本日は管内の治安情勢や警

察の取組について説明を行うので、協議会委員の皆様から忌憚のない意見をいただき、

今後の警察行政にいかしていきたいと考えているので、よろしくお願いする。 

【報告事項等】 

１ 田川警察署の目標（署長） 

(1)  事件・事故ゼロを目指す 

   事件・事故の発生がない日があるが、日々の努力によってそのような日を積み

重ね、事件･事故の発生をゼロにすることを目指す。 

(2) 暴力団の壊滅 

２ 田川警察署の運営指針（署長） 

(1)  明るく、楽しく、元気よく、実績向上、事故防止 

(2) 田川警察署一体の原則 
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(3) ＡＢＣの法則 ～ 基本の厳守 

３ 田川警察署の令和２年上半期治安概況について（署長） 

(1)  交通事故の発生状況 

(2)  犯罪（刑法犯）の発生状況 

(3) 田川警察署の取組 

  ア 暴力団の撲滅 

    検挙と暴力団排除活動を推進し、暴力団から「人」と「金」を剥奪 

    川崎町安全・安心プロジェクト ～ 暴力団排除活動と被害者支援の連動 

  イ 交通事故の防止 

交通安全教育の推進と「命を守るっ隊」による街頭活動の強化 

  ウ 通学路の安全対策 

「オールＴＡＧＡＷＡ見守り大作戦」 

  エ 少年非行防止  

「薬物ＺＥＲＯプロジェクト田川２０２０」 

４ 田川警察署の交通情勢について（交通課長） 

(1) 自治体ごとの交通事故発生状況 

 ア 交通事故の特徴 

 イ 路線別事故の特徴 

 ウ 福岡県の事故傾向と田川警察署管内の事故傾向の比較 

(2) 飲酒運転撲滅のために 

(3)  交通指導取締指針 

【質疑応答】 

 ○ 委員から「夜に石炭記念公園付近を歩いた際、街灯が無くてとても暗く、足元

もよく見えない状態だった。街灯が少ない場所での事件・事故の発生状況や対応

などについて教えていただきたい。」旨の質疑があり、交通課長から「暗いから

といって事故が多いということはない。ただ、ドライバーの目線からすれば相手

が車であればライトなどでよく見えるものの、歩いている人というのは見えにく

いということもある。暗い道を歩く際は、なるべく鞄などに反射材を付けたり、

目立つような明るい服装を心がけていただきたい。」旨の回答があった。また、

生活安全課長から「防犯灯や防犯カメラの設置に関しては、警察には予算がなく

田川市などの行政機関にお願いしているところである。石炭記念公園付近にも、
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数年前に田川市などの協力により防犯灯４台、防犯カメラ３台が設置された。ま

た、地元の学生とともに地域安全マップを作成し、それを元に注意が必要な箇所

に５台の防犯カメラを設置したこともある。この時は市のほか、民間企業、防犯

協会にも協力をしていただいた。警察としては引き続き、行政や民間企業、地元

の皆さんに働きかけながら、「安全･安心なまち田川」の実現に向けて取り組ん

でいきたいと考えている。」旨の回答があった。 

○ 委員から「国道２０１号線の川宮付近で時差式信号の交差点があるが、時差の

時間が短いため右折車両がなかなか進行できない。なんとか改善できないだろう

か。」旨の質疑があり、署長から「実際に現場の交差点に赴き、状況を調査した

上で対応を考えたい。」旨の回答があった。 

○ 委員から「年配の方で、杖がないと歩けないような人が車を運転しているのを

見ると、とても心配になるのだが、大丈夫なのだろうか。」旨の質疑があり、署

長から「確かに高齢者のドライバーの中には認知症の疑いがある方もおられるた

め、対策として、高齢者の方が免許を更新する際には、高齢者講習や認知機能検

査を受けていただいており、併せて免許の自主返納についても勧めているところ

である。」旨の回答があった。また、会長から「高齢者に対する免許の自主返納

の促進も必要であるが、医者としての立場から、免許更新時の医者による認知症

検査を強化していくことも必要なのではと感じている。」旨の意見があった。 

【閉会】 

  以上で警察署協議会を閉会する。 


